
修士論文（要旨） 

2016 年 7 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

日中接触場面の談話における結束手段の使用実態 

－中国人上級日本語学習者を中心に－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導 堀口 純子 教授 

 

言語教育研究科 

日本語教育専攻 

214J3904 

呉暁艶 

 

 

 

 

 



Master’s Thesis （Abstract） 

July 2016 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Methods of Cohesion in Contact Situations between Japanese and Chinese：Focusing on 

Advanced Chinese Learners of Japanese 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Wu Xiaoyan 

214J3904 

                     Master’s Program in Japanese Education 

                      Graduate School of Language Education 

                             J.F. Oberlin University 

                       Thesis Supervisor Sumiko Horiguchi 

 

 

 



 目 次 

第 1 章 はじめに····································································1 

1.1 研究背景・研究動機····························································1 

1.2 研究目的······································································1 

第 2 章 先行研究·····································································3 

2.1 テクストと結束性·····························································3 

2.2 談話における結束手段·························································3  

2.3 談話の結束性とコミュニケーション能力·········································4 

第 3章 調査について·································································6 

3.1  調査方法·····································································6 

3.2  調査の協力者·································································6 

3.3  分析の枠組み·································································7 

第 4 章 談話における論理的・時間的結束手段の使用実態································10 

4.1 C と J それぞれの論理的・時間的手段における各結束手段の使用実態···············10 

4.2  C と J それぞれの接続詞使用の特徴·············································10 

4.2.1  C グループの接続詞「でも」の使用特徴·····································11 

4.2.2  C グループの接続詞「では」の使用特徴·····································14 

4.2.3  J グループの接続詞「それで」の使用特徴···································19 

4.3  C と J それぞれの接続助詞使用の特徴···········································22 

4.3.1  C グループの接続助詞「て」の使用特徴·····································23 

4.3.2 C グループの条件表現を表す接続助詞の使用特徴·····························25 

4.3.3 C グループの接続助詞「けど・が」の使用特徴·······························26 

4.3.4 C グループの接続助詞「から・ので」の使用特徴·····························28 

第 5 章 談話における内容的結束手段の使用実態········································32 

5.1 C と J それぞれの内容的手段における各結束手段の使用実態·······················32 

5.2 C グループの「指示詞」の使用の特徴···········································33 

  5.3 C グループの「省略語句」の使用の特徴·········································36 

  5.4 C グループの「同一語句の反復」の使用の特徴···································40 

5.5 C グループの「関連語句」の使用の特徴·········································45 

  5.6 C グループの「近接の関係にある語句」の使用の特徴·····························47 

 

第 6 章 考察と日本語教育への示唆····················································51 

6.1 論理的・時間的結束手段による結束性·········································51   

6.2 内容的結束手段による結束性··················································54 

 6.3 本稿からの結束手段の形式·····················································56 

   

第 7 章 本稿の限界と今後の課題······················································57 

 

 



要旨 
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研究背景・目的と分析枠組み 

 来日後、数が少ない会話相手の日本人店長との話を長く続けていきたいが、なかなか話を長く

続けられない、その長く続けられない原因を探すために、20代の女性で友人関係の中国人上級日

本語学習者を対象にしてデータを収集した。大神（2006）に基づき、論理的・時間的結束手段と

内容的結束手段を分けて中国人日本語学習者の結束手段を分析した。 

   

分析結果および考察 

 Cグループの接続詞の使用は，Jグループと比べて、単一で主に「でも・だって」，「では・じゃ」

を中心に使用して、一番多く使用したのは「でも・だって」である。それに対して、C グループ

と比べ J グループが「それで」を多く使用した。また、C グループの中で、一番多く使用された

のも「でも・だって」、「では・じゃ」が二番目で多く使用されたことが分かった。接続助詞によ

る結束性を「文中の接続助詞」と「文末の接続助詞」の二種類に分けて分析した。そのうち、文

末に使用されている接続助詞は，相手に条件や新しい情報を提示して，その条件や情報の下での

帰結を相手に考えさせることによって，談話を続けさせ，相手との発話の間に結束性が生じたこ

とが分かった。 

Cグループの語彙的結束手段の使用では，「繰り返し」の使用が一番多い。また、コロケーショ

ンの結束手段も多く使用されたことも分かった。省略語句の使用では，中国人日本語学習者は，

主に主題と主格の省略を中心に使用した例が多いのが見られた。指示詞の使用では，中国人日本

語学習者は主にソ形を使用し，自分の主観的な視点から，コ形とソ形を使用したことも分かった。 

学習者は、単に繰り返しなどを使用し，コロケーションの結束機能を重視しないと，発話内容

が豊富にならなかったり，パラグラフの発話の構成がしにくかったり，話がよく進まずに詰まる

ようになったりする場合が出現しやすくなると思われる。 

したがって，中国人日本語学習者は，相手が発話した後，次に何を話せばいいかなどがわから

ない場合，接続表現と語彙的結束手段のさまざまな機能を意識し，それらを使って発話のターン

を確保したのが，談話を長く続けられる有効な一つの方法になると考える。 

 

今後の課題 

巨視的な視点からの結束性の分析や中国人日本語学習者の誤用の問題を視点に入れた分析を今

後の課題としたい。 

また，本稿は，時間の余裕がなかったため，条件表現の接続助詞，論理的・時間的結束手段の

「その他」の部分，C グループの使用特徴の母語干渉，C グループと J グループとの詳しい比較

や「応答詞」による結束性について，分析できなかった。 

 今後，データを拡充して分析する必要があると思う。 さらに，結束手段は，独話場面と対話

場面による違いだけではなく，性別や年齢によっての違いがあると考えられるので，今後の課題

に入れたい。 
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